
先端医科学研究の現状第17回 霊長類医科学フォーラム

主催：国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所  霊長類医科学研究センター
後援：厚生労働省、文部科学省、農林水産省　協賛：国立感染症研究所、JST共創の場「つくばデジタルバイオ国際拠点」

令和3年11月12日[金]
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無料フォーラム
参加費

賛助企業による展示コーナーあり

霊長類センター研究発表ポスター展示あり

内容の変更若しくは中止の可能性もございます。
詳細は霊長類医科学研究センターHP＜https://tprc.nibiohn.go.jp＞をご確認ください。

参加当日は、マスクの着用、自宅での検温等の体調の
ご確認をお願いいたします。当日体調がすぐれない
場合には入場をお断りする場合がございますので
あらかじめご了承願います。

■ 開催時間／10:00～16:40　■ 定員／80名（先着順）
■ 開催場所／文部科学省研究交流センター（茨城県つくば市竹園2-20-5）
■ 参加申し込み方法

◇ 参加申込み ： E-mail＜tprc-forum@nibiohn.go.jp＞
◇ 記 載 事 項 ： 所属若しくは職業、氏名（フリガナ）、連絡先（住所、TEL、E-mail）
　 　　　　　　市民公開講座参加、フォーラム参加、両方参加の別
◇ 申 込 期 限 ： 2021年11月5日（金）
◇ 詳細は霊長類医科学研究センターHP＜https://tprc.nibiohn.go.jp＞

昼食・ポスター・企業展示［11:30～13:00］

休  憩［14:10～14:20］

閉  会［16:30～ 16:40］
保富  康宏
（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所  霊長類医科学研究センター・センター長）

閉会挨拶

休  憩［15:20～15:30］

亜鉛フィンガー転写因子Bcl11bによる
遺伝子発現制御とクロマチン再構成

［14:50～15:20］奥山  一生 先生（国立研究開発法人理化学研究所・免疫転写制御研究チーム・研究員）

［14:20～16:30］トピックス 2021
高野  淳一朗・山川  奈津子
（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究センター・研究員）

座　　長

Prime-Boost 型粘膜ワクチンの開発
［14:20～14:50］植松  　智 先生（大阪市立大学大学院医学研究科・ゲノム免疫学・教授）

サル類の疼痛評価と疼痛管理
［16:00～16:30］宮部  貴子 先生（京都大学・霊長類研究所・助教）

デザイナーセルエンジニアリング：
次世代細胞治療プラットフォームの開発

［15:30～16:00］河原  正浩 先生（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 ワクチン・
アジュバンド研究センター・細胞ワクチンプロジェクト・プロジェクトリーダー）

下澤  律浩・揚山  直英
（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究センター・主任研究員）

座　　長

COVID-19 のARDS／
急性肺傷害に対するACE2 酵素活性の治療効果

［13:40～14:10］久場  敬司 先生（秋田大学大学院医学系研究科 分子機能学・代謝機能学講座・教授）
霊長類のマラリア研究の有用性

［13:10～13:40］

［13:10～14:10］感染症研究

狩野  繁之 先生
（国立研究開発法人国立国際医療研究センター研究所 熱帯医学・マラリア研究部・部長）

岡村  智崇・浦野  恵美子
（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究センター・主任研究員・研究員）

座　　長

開  会［13:00～ 13:10］
米田  悦啓（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所・理事長）開会挨拶

フォーラム

市民公開講座

［10:00～ 11:30］新型コロナウイルスパンデミックで分かった事
神谷  亘 先生（群馬大学大学院医学系研究科・教授）
保富  康宏（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究センター・センター長）

山海  直（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所霊長類医科学研究センター・研究員）座　　長


